
保 護 者 の 願 い

本 国は、国会議員の先生方には、お忙 しい中ご臨席 を賜 り、本 当にあ りが

とうございます。日頃の私学教育の振興発展へのお力添 えに対 して改めて感

謝 申し上げます。

現在、わが国は、グローバル化や少子高齢化 に向かつて様々な改革が進 め

られていますが、そのよ うな中にあっても、私たち保護者が願 うのは、子供

たちが立派に成長 し、社会のそれぞれの分野で役害Jを 担つて くれ ることです。

子供たちを育てるのは、先ずは私たち保護者の責任ではあ りますが、それぞ

れの能力や希望に応 じて、自ら選択 した学校でよ り良い教育が受け られ るよ

う学習環境 を整備す るのは、学校 と保護者 と国の責任だ と考えています。保

護者 としては、子供たちが安全 。安心で充実 した学校生活が送れ るよ う、国

による経常費助成の充実 とともに、私立学校の耐震化・備蓄等防災対策につ

いても、国公立学校 と区別 なく早急な対応 をお願い したいです。

また、「高等学校就学支援金」は、加算の拡充及び奨学金事業への支援な

どの制度の見直 しにより、私立高等学校 に学ぶ生徒の授業料負担は軽減 され

ま したが、それでもなお、公立高校生 と比較す ると格差は大きく、 さらに、

私立高等学校間で も各者「道府県間での様 々な上乗せ支援によつて、新たな格

差 を生 じている現状 もあ りますこ

私たち保護者 は、私学の ll・ 学の精神に基づ く特色ある教育方針 に賛同 し、

様々な選択肢の中か ら子供たちに良かれ と考 え、私学に学ばせています。

決 して経済的にゆとりがある家庭ばか りではあ りませんc家庭の経済状況

により子供たちの 自由な学校選択が妨げ られ ることな く、より良い教育を受

け られ るには、学校 に対す る私学助成 をは じめ として、これ まで以上の支援

措置が、必要不可欠なことと考えてい ます。

つきま しては、私立学校保護者の学費負担の さらなる軽減 と子供たちの教

育環境の一層の改善のため、関連の政府予算が さらに充実 され るよ う、ご臨

席の国会議員の先生方のご指導 とお力添えを L‐Jl望 ぃた します。
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